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(論文審査の要旨)  
 学士（工学），修士（工学）Achmad Pratama Rifai君の学位請求論文は，「Cutting Tool Parameter 
Identification and Machined Surface Quality Inspection Based on Deep Learning for Advanced Machine 
Tool Development（高度工作機械開発のためのディープラーニングに基づく切削工具パラメータ同
定と加工面評価）」と題し，5 章から構成されている． 
 本研究は，高度な工作機械を開発するため，ディープラーニングにより切削工具形状パラメータ
と加工面性状を同定するシステムを開発することを目的としている．切削工具形状パラメータは，
画像情報を基にした物体の分類より同定されており，加工面性状は，画像情報を基にしたテクスチ
ャの解析より同定されている．これらの実現のため，画像情報に基づく畳み込みニューラルネット
ワーク（CNN: Convolutional Neural Network）が適用されている． 
 第 1章では，本研究の背景と製造分野における知的工作機械システム開発の重要性について述べ
ている．また，知的工作機械システムにおいて，画像と AI （Artificial Intelligence）を適用してい
る開発の現状，特に本研究で対象としている切削工具形状パラメータと加工面性状の同定に関する
研究について紹介している．さらに，従来研究の課題を明らかにし，本研究の目的を述べている． 
 第 2章では，切削工具形状パラメータ同定問題と提案システムについて議論している．提案シス
テムでは，画像に基づき切削工具型式を識別するとともに，その概略寸法を推定し，切削工具突き
出し長さを正確に測定するプロセスを実行することにより，短時間・正確にオンマシンで切削工具
形状パラメータを同定することを実現している．切削工具の型式の識別において，画像認識問題に
適用される CNN が採用されている．切削工具型式を識別した後，画像におけるエッジ検出に基づ
く自動寸法推定アルゴリズムが稼働する．その結果，オンマシンで接触式変位センサにより切削工
具突き出し長さを正確に測定するための NC（Numerical Control）プログラムが自動生成され，同プ
ログラムの実行により，切削工具突き出し長さが正確に測定されている．また，切削工具の型式を
識別する CNNのさまざまなアーキテクチャと構成についても説明している． 
 第 3章では，機械加工された加工面性状の同定について述べている．加工面の画像情報より加工
面粗さと不安定加工の同定を試みており，この同定における画像処理と CNN のモデル構築につい
て説明している．加工面粗さ同定システムの適合性・正確性は，同システムにより同定された粗さ
とスタイラス式粗さ計によって得られた粗さとの比較により確認されている．不安定加工同定シス
テムの適合性・正確性は，同システムにより同定された不安定加工発生と加工面状態から判定され
た不安定加工発生の比較により確認されている．提案されたシステムの性能は，外径旋削，スロッ
トミーリング，およびサイドミーリングの加工面評価に関して検証されている． 
 第 4章では，切削工具パラメータ同定と機械加工面性状同定に関する実験を説明している．使用
されたデータ，性能評価，実験条件，および結果について述べている．さらに，提案されたモデル
の有効性（精度）と効率性（処理時間）について分析している． 
 第 5章では，本研究の結論を示し，提案システムの利点と課題について要約している．データ取
得，開発手法，実装，および適用範囲の拡張における改善点を考察し，今後の展開を示している． 
 以上，要するに，本論文は，ディープラーニングに基づき，切削工具の形状パラメータと加工面
性状をオンマシンで同定評価するシステムを開発し，工作機械の高度化を推進する成果を得てお
り，機械加工学の分野において，工学上，工業上寄与するところが少なくない． 
よって，本論文の著者は博士（工学）の学位を受ける資格があるものと認める． 
 
 
学識確認結果 
 
学位請求論文を中心にして関連学術について上記審査会委員および総合デザイ
ン工学特別研究第２（システム統合工学専修）科目担当者で試問を行い，当該
学術に関し広く深い学識を有することを確認した． 
また，語学（英語）についても十分な学力を有することを確認した． 
 
